
鷲 わ
し

香
取

か
と
り

神
社

じ
ん
じ
ゃ 

 

大
字
内
牧
字
戸
崎
に
あ
る
神
社
を
、
鷲
香
取
神
社
と
い
う
。
鷲
香
取
と
は
、
鷲
宮

わ
し
み
や

と
香
取
神
宮
を
合
祀
し
た
も
の
で
珍
ら
し
い
称
号
な
の
で
、

そ
の
由
来
を
調
べ
た
。 

 

「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
は
、
鷲
明
神
香
取
合
社
、
村
の
鎮
守
な
り
、
慶
長
十
九
年
勧
請
と
云
う 

南
蔵

な
ん
ぞ
う

院 い
ん

持
な
り
と
記
さ
れ
て
い
る
。

南
蔵
院
と
は
、
近
世
に
当
神
社
付
近
に
構
え
た
本
山
修
験
、
幸
手
領
不
動
院
の
配
下
に
あ
っ
た
寺
院
（
現
神
官
矢
島
氏
宅
？
）
。
こ
の
寺
院
は

明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈
令
に
よ
り
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
。 

 

御
祭
神
は
、
経
津
主
神

ふ
つ
ぬ
し
の
か
み

（
香
取
）
天
穂
日
命

あ
め
の
ほ
ひ
の
み
こ
と

（
鷲
）
の
合
祀
で
あ
る
。 

 

当
社
の
由
来
に
よ
る
と
、
仁
和
年
間
（
八
八
五
～
八
八
九
年
）
の
こ
ろ
よ
り
こ
の
地
に
香
取
神
社
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

香
取
神
社
の
由
来
に
つ
い
て
、
下
総
国
香
取
郡
に
あ
る
香
取
神
宮
の
神
馬
が
逸
走
し
て
こ
の
地
に
来
た
り
、
そ
の
こ
ろ
は
こ
の
地
方
は
、
一
帯

が
深
山
で
人
家
も
稀
れ
（
こ
の
地
域
は
昨
年
〔
一
九
七
八
年
〕
、
学
術
調
査
で
発
掘
し
た
内
牧
古
墳
群
の
付
近
で
あ
り
、
古
墳
時
代
、
ま
た
は

そ
れ
よ
り
以
前
の
縄
文
時
代
…
付
近
に
は
縄
文
時
代
の
集
落
遺
跡
も
あ
る
…
か
ら
人
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
）
で
あ
っ
た
。
こ

の
山
中
に
馬
の
い
な
な
き
が
し
ば
し
ば
聞
こ
え
て
く
る
の
で
、
人
々
が
山
中
に
入
り
馬
を
発
見
し
た
。
神
馬
の
行
方
を
尋
ね
て
い
る
人
が
こ
れ

を
聞
き
こ
の
地
へ
来
て
の
話
で
香
取
神
宮
よ
り
逸
走
し
た
神
馬
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
人
々
は
こ
の
馬
を
神
宮
へ
返
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
縁
故
か
ら
、
神
宮
に
願
い
出
て
御
分
霊

ご
ぶ
ん
れ
い

を
受
け
て
内
牧
村
総
鎮
守
と
称
し
て
祭
祀
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 



 
そ
の
後
、
中
世
前
期
の
鎌
倉
時
代
、
由
来
に
よ
る
と
建
久
二
年
と
あ
る
が
、
史
料
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
建
久
四
年
（
一
一
九
三
年
）
十
一
月

十
七
日
、
太
田
庄
、
鷲
宮
の
御
宝
前
に
血
流
る
。
凶
怪
た
る
の
由
云
々
、
す
な
わ
ち
卜
筮

ぼ
く
ぜ
い

す
る
の
と
こ
ろ
、
兵

ひ
ょ
う

革 が
く

の
兆
と
云
々
（
吾
妻
鑑
）

と
あ
り
、
十
八
日
に
源
頼
朝
に
知
ら
せ
た
の
で
、
十
九
日
源
頼
朝
は
神
馬
鹿
毛
を
鷲
宮
に
奉
ら
る
。
ま
た
社
壇
を
荘
厳
す
べ
き
旨
、
仰
せ
下
さ

る
。
榛
名
四
郎
重
朝
御
使
た
り
と
云
々
（
吾
妻
鑑
）
と
あ
る
。
源
頼
朝
か
ら
鷲
宮
に
奉
納
さ
れ
た
神
馬
が
、
こ
の
神
社
の
前
の
道
（
広
報
か
す

か
べ
五
二
年
一
月
号 

歴
史
余
話
〝
鎌
倉
街
道
〟
を
参
照
）
を
通
過
す
る
際
に
休
ま
れ
た
処
が
こ
の
神
社
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
時
代
の
内
牧
村
は
太
田
庄
に
属
し
て
い
た
。
鷲
宮
は
太
田
庄
の
鎮
守
（
式
内
社
と
い
っ
て
非
常
に
古
い
社
で
あ
る
）
で
年
々
お
み
こ
し

の
渡
御

と
ぎ
ょ

も
行
な
わ
れ
て
、
殊
に
当
神
社
に
休
泊
す
る
例
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
氏
子
一
同
が
鷲
宮
の
御
分
霊
を
迎
え
る
こ
と
を
願
い
出
て
香

取
神
社
と
合
殿
し
、
鷲
香
取
社
と
称
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
慶
長
十
九
年
勧
請
と
云
う
と
あ
る
が
、
神
社
の
由
来
に
よ
る
と
こ
れ
は
神
社
の
再
建
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
社
殿

の
再
建
修
築
に
つ
い
て
の
経
過
は
慶
長
十
九
年
甲
寅

き
の
え
と
ら

三
月
十
五
日
（
一
六
一
四
年
）
田
口
筑
後
守
と
称
す
る
郷
士
他
の
諸
士
・
氏
子
等
と
相

謀
り
て
本
殿
・
拝
殿
を
再
建
す 

明
治
十
七
年
六
月
本
殿
を
再
建
す 
明
治
四
十
一
年
七
月
拝
殿
を
再
建
す 

と
あ
る
。
大
祭
は
、
七
月
十
八

日
。 

初
出
「
広
報
か
す
か
べ 

昭
和
五
十
三
年
十
月
」
か
す
か
べ
の
歴
史
余
話  


